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位の N 型，高校生年代は M 型，大学生年代は平坦型に近い右肩下がりの AC 低位型である。②新体操の競技場面は，他の競技
種目と同様に選手の心理的成長を促進する環境である。③競技レベル別に平均値の差についてエゴグラム・プロフィールの観点


















































































2000，以下 DIPCA.3），Kikuchi’s Scale of Social Skill’s（菊池，
1998，以下 KiSS-18）を用いた集合調査法による質問紙調査を




















果量には，Cohen’s d とη2 を用い，Cohen （1988）や水本と
竹内（2008）に倣い，それぞれの基準を，d は Small ＝ .20 以
上 .50 未満，Medium ＝ .50 以上 .80 未満，Large ＝ .80 以上，
η2 は Small ＝ .01 以上 .06 未満，Medium ＝ .06 以上 .14 未満，














よって変化する人の思考・行動様式を表 2 の 5 つの自我状態
に分類し，その発生頻度をプロフィールに表すことによって
人のパーソナリティを現象的，客観的に捉えるための工夫が

































次いで NP の自我状態が高位な AC 優位の N 型を示した。消
極性や依存性などを象徴する AC の自我状態は選手の自信の
















　NP と FC の自我状態が高位な M 型のエゴグラム・プロ
フィールを示した高校生年代では，その NP の自我状態の高
さから他者思考性の強さがうかがえる。他方，中学生年代と


































　ここでは競技レベルを 1. 国際大会出場レベル，2. 全国大会
出場レベル，3. 地区大会出場レベル，4. その他の大会出場レ































状態として CP と FC を挙げているが，新体操の団体種目に




















































































KiSS-18 では，18 の質問項目に「いつもそうでない（1 点）」～
























































中学生年代は AC の自我状態が最も高く，次いで NP の自我
状態が高位な AC 優位の N 型，高校生年代は NP と FC の自
我状態が高位な M 型，そして大学生年代は平坦型に近い右肩
下がりの AC 低位型であることが明らかとなった。また，学





次いで CP と FC の自我状態が高位な M 型に近い平坦型であ







澤，2011，2016）では，主に CP と FC の自我状態が実力発揮
の鍵概念となることが報告されており，本研究の結果はそれ
とは異なるものであった。つまり，本研究の結果から，新体
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